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http://www.jva-net.or.jp/jva/report/72/copyright.html　からの一部省略

著作権法改正案、通常国会提出へ
－－コピーガードキャンセラーの規制を含む－－
　文化庁はこの程、今通常国会に著作権法改正案を提出することを明らかにした。これは、予てから、著作権審議会のマルチメディア小委員会と第一小委員会で審議されていた５つの項目が、この程審議を終え、報告書としてまとまったことと、平成８年１２月に、ＷＩＰＯ（世界知的所有権機関）で締結された「ＷＩＰＯ著作権条約」を批准するための準備でもあるとされている。
１、コピ－プロテクション等技術的保護手段の回避装置の規制等
　当協会の予てからの念願であった「コピ－ガ－ドキャンセラ－」の法規制である。ビデオ、ＣＤ、コンピュ－タソフト等に施された技術的保護手段（コピ－プロテクション）を回避する装置やプログラムの製造、頒布、及びそれを用いたサ－ビスの提供を規制する法案である。

２、電子的権利管理情報の改変等の規制
　著作物等に関する権利管理情報（著作者名や利用条件等）を電子的に著作物等に付加した電子的権利管理情報を除去、改変することを規制しようというもの。
３、一般的頒布権の新設
４、上映権の拡大
５、演奏権に係る経過措置（附則第１４条）の廃止
　以上の５項目が今回の法改正の概要である。
　著作権に関する法律は、各国間で食い違いがある。しかし、著作権は、今の情報化社会の中で、国境は無いに等しい。そこで、各国間の法律の歩み寄りが必要となってくる。そのための今回の法律改正だが、もちろんこれは必要不可欠な事であり、このことについて普段から著作物に触れて生活する私たちも注意を払う必要があると思う。

http://www.paragan.co.jp/ec/ecjyo98a/ecj98051.html　からの抜粋

051「デジタル情報、不正アクセス防止に法整備・通産省」
　通産省はマルチメディア産業の育成を狙い、衛星放送や通信ネットワークなどを通じて課金制で提供されるデジタル情報への不正アクセス防止に向けて法律を整備する。いままで不正アクセスを防止する法律がないので知的財産保護の観点から不正競争防止法の改正や新たな法律制定を目指す。

　法整備で狙うのは(1)課金制のデジタル衛星放送やデータベースやホームページなどへの不正アクセス防止(2)不正行為を助ける装置などの販売の禁止――など。

　映像や音楽などの知的財産の保護には著作権法があるが、課金制の情報に不正アクセスしても複製したり改変したりしなければ罰則がなく、情報の不正入手に法律の網がかかっていない。

　今まで、日本の法律では、あるデータに不正にアクセスしても違法行為とはならなかった。しかし、そのことでデータそのものを商品として扱うような業種にとっては大きな損害になりかねない。今回の改正は、そのような事態を避け、そのような情報産業の発展に重大な影響を与える物と思われる。
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Diamondの携帯型MP3再生装置「Rio PMP300」

　予備知識：MP3( MPEG Audio Layer-III)とは、今までは一曲数十MBもした音楽データを音質はほとんど損なうことが無く数MBまで圧縮できる技術である。これまでインターネット上で音楽データを配布することは困難だったがこの技術の開発により容易に扱えるようになった。その反面、それを利用した不正コピーが蔓延しており、今大きな問題となっている。

DiamondのMP3プレーヤ出荷に「待った」。だが訴訟はこれからが本番
　全米レコード協会（RIAA）は，MP3形式の音楽ファイルを再生できる装置をめぐり，同協会がDiamond Multimediaを相手に起こしていた訴訟で，裁判所が，DiamondのMP3プレーヤの出荷開始に待ったをかけた。
Diamondの携帯型MP3再生装置「Rio PMP300」 

　だが，この訴訟はこれからが本番だ。この訴訟の結果は，インターネットを介した音楽配布の方法に大きな影響を与える可能性がある。
　米ロサンゼルスの連邦地方裁判所のAudrey Collins裁判官は，RIAA要求の仮処分について10月26日に審問を行うまで，Diamondのデジタルミュージックプレーヤ「Rio PMP300」の製造を禁ずる10日間の差し止め命令を発行した。
　この訴訟でRIAAはDiamondに，同プレーヤの発売中止を求めている。RIAAはこの訴訟を起こすことで，他のメーカーに対しても，同様の装置の発売を中止させたいと考えている。RIAAは，DiamondのRio PMP300が，「Audio Home Recording Act of 1992（AHRA）」と呼ばれる法律に違反していると主張している。
　インターネット上で事業展開する音楽ディストリビューターのGoodNoiseを創設し，同社の会長を務めているBob Kohn氏はRIAAの主張に反対するため，16日の審問に姿を現した。法廷で，RIAAの訴訟は「合法的な，商業として成立している，ダウンロード可能な音楽の市場の形成を，いたずらに阻害するものだ」と宣言した。
　GoodNoiseはMP3形式の音楽データをインターネット上で販売しており，DiamondのMP3プレーヤについても，これを支持する立場を取っている。
電子商取引は肯定するRIAA

　一方のRIAAは，インターネット上には音楽業界の宝とも言える第一級の楽曲のMP3形式での違法コピーがあふれかえっており，この技術はオンライン上での海賊版の流布を加速させるものだと主張している。
　MP3は，楽曲をコピーしてインターネットで配布するのに，ほとんど完璧な形式だ。
　RIAAの会長でCEO（最高経営責任者）のHilary Rosen氏は，次のような声明文を発行した。「今回の裁判所の判断には喜んでいるが，この問題について法的措置に頼らなければならなかったことは残念だ。われわれの望みは常に，多くのコンピュータ／家電製品メーカーと協力して，アーティストの権利を守りながら，音楽をデジタル配布する商業市場を確立していくことにある」
　だがDiamond側は，RIAAは自分たちの利益を守ろうとしているにすぎないと語っている。
　DiamondのRobert Schroeder会長はこう語った。「RIAAは自分たちの存在が危うくなるのを恐れているのだ。彼らは中間マージンを取る位置にある。インターネットの台頭で中間者の必要がなくなりつつあるということを考えれば，彼らの意図は明白だ」
　この問題の争点は，MP3デジタルオーディオフォーマットにあるが，この技術は音楽データを非常にコンパクトに圧縮することができる。1分間の楽曲を，コンピュータのディスク1Mバイト程度に圧縮可能だ。このサイズは，CDの音楽の10分の1にあたるが，なおかつ音楽品質はかなりいい。
　MP3（MPEG Audio Layer-III）は，インターネットからダウンロードできるほどサイズの小型化が図られ，かつ消費者に金銭を支払わせるに足る品質を備えた，最初のデジタル「製品」の1つだと言える。
「技術に罪をなすりつけるな」
　PCを所有する消費者は，オーディオCDから好きな曲を集めて（あるいはインターネット上で曲を買って）ライブラリを作ることができる。だが，インターネット上で配布されている音楽の大半が，違法にコピーされたものであることも事実だ。
　Kohn氏は，海賊行為に問題があることは認めているものの，音楽業界はその罪をMP3になすりつけるべきではないと主張している。
「インターネット上での音楽違法コピーが深刻な現象となっていることは疑いようがない。だが，DiamondのMP3プレーヤによってその現象が加速するという主張に，なんら明確な根拠はない」とKohn氏。
　音楽著作権管理についてのガイド『The Art of Music Licensing』の著者でもあり，自らの事務弁護士を務めてもいるKohn氏は，著作権の問題についてはけっして素人ではない。
　Kohn氏の主張では，DiamondのRioプレーヤ（RIAAではこれを「携帯型MP3“記録”装置」と呼んでいる）は，AHRAを侵害してはいない。
訴訟が長引けばDiamondは辛い
　だがしかし，Diamondは大企業ではない。約1カ月前にこの製品を発表した同社にとって，この訴訟が長引けば厄介なことになるだろう。そして今回の緊急差し止め命令から判断すると，訴訟が長引く可能性も実際にある。 

「ある意味で，これはダビデとゴリアテの戦いのようなものだ（注：巨人ゴリアテはダビデによって倒された）。われわれはこれを非常に良いビジネスのチャンスと捉えている。だが，長引く訴訟を戦っていくだけの金はわれわれにはない」と，DiamondのSchroeder氏は語った。
出荷ゴーサインを得たMP3プレーヤ

　その後、マルチメディアハードウェアメーカーのDiamond Multimedia Systemsが，音楽業界からの横槍をはねのけ，携帯型のMP3再生装置を米国で出荷できることになった。Diamondの企業マーケティング担当副社長，Ken Wirt氏は「インターネットを介して音楽を配布したいと望んでいる独立系のミュージシャンにとって大きな朗報だ」とコメントした。
IAAのこれまでの主張
　RIAAは71ページに及ぶ陳述書の中で，DiamondのRio PMP300に対する仮差し止め命令の発行を裁判所に求めていた。かりにこの仮命令が出された場合，Diamondは，訴訟の決着がつくまで製品を出荷できない。

　RIAAはこう主張した。「この訴訟は，アーティストや独立系の音楽レーベル，MP3形式を利用する人々に対して起こされたものではない。AHRAの規定に従わずに音楽を複製しようとする特定機器について起こされたものである」と。

　今回の審問終了後にRIAAからのコメントを得ることはできなかった。

　一時製造は中断したが，その遅れは小さなものだとDiamondのWirt氏は語っている。「（製造一時中止の命令は）もちろん製品の準備を遅らせた。だが11月中の出荷は可能だ」と同氏。
 [Robert Lemos，ZDNet/USA]
　今、コンピュータで音楽を扱う人たちに限らず、一般ユーザにまで注目され浸透しつつあるMP3オーディオフォーマットだが、残念ながらそれを悪用し、インターネット上で違法にMP3ファイルを流している者もいる。音楽だけでなく、一般の著作物は、物理的に形としては目には見えない。データとしての実体しかない。そのような物に対する著作権を我々は知らず知らずのうちに侵害してしまいがちである。しかし、著作権を守らないで最終的に一番困るのは消費者である。もし著作権を誰も守らなければ、コンピュータソフトウェアや音楽などは、この世から姿を消してしまうだろう。そうなって、著作物の供給がストップする事で、生産者のみならず消費者までもが「コンピュータはあっても、ソフトウェアがない」という状況に陥る事になる。こうなったとき、今の情報化社会において大きな打撃となるのは明白だろう。ここにあげた事例も、このような著作権問題の犠牲となった一例であろう。
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